
繁
（
幸
村
）
の
娘
の
阿お

梅う
め

が
白
石
に
来

て
い
ま
す
。
歴
史
資
料
か
ら
は
、
白
石

に
来
た
理
由
は
三
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
信
繁
（
幸
村
）
が
、
片
倉
重
綱

の
武
勇
を
見
込
ん
で
娘
を
託
し
た
と
い
う
も

の
。
根
拠
は
「
老ろ
う

翁お
う

聴き
き

書が
き

」
と
い
う
古
文
書
で

す
。
こ
の
古
文
書
は
、
片
倉
家
の
景
綱
、
重
綱
、

景
長
の
三
代
の
事じ

蹟せ
き

を
記
し
た
歴
史
資
料
で

す
。
そ
の
文
書
に
は
、大
坂
城
が
落
城
す
る
時
、

顔
立
ち
の
き
れ
い
な
娘
が
、
鉢
巻
き
姿
で
長な
ぎ

刀な
た

を
持
ち
、
片
倉
重
綱
の
陣
の
前
に
現
れ
た
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
説
は
、
毎
年
十
月
に
行
わ
れ
て

い
る
、
鬼
小
十
郎
ま
つ
り
、
白
石
城
歴
史
探
訪

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
立
体
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
鬼

小
十
郎
帰
る
に
及
ば
す
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
大
坂
夏
の
陣
の
混
乱
の
中
、
一

時
的
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
人
員
の
一
人
と
し

て
白
石
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
。
こ

れ
は
片
倉
家
の
正
式
な
記
録
で
あ
る
「
片
倉

代
々
記
」、
長
野
県
の
真
田
家
（
幸
村
の
兄
の

田
家
に
最
も
縁
り
が
深
い
場
所
は
本
町

の
當
信
寺
で
す
。
山
門
か
ら
境
内
に
入

り
、
本
堂
の
右
手
を
通
る
と
、
本
堂
の
裏
に
た

ど
り
着
き
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
の
そ
ば

に
真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
娘
で
あ
る
阿
梅
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
台
座
に
乗
っ
た
如
意
輪
観
音
の

石
像
が
あ
り
、文
字
は
彫
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

阿
梅
の
墓
と
伝
わ
る
も
の
で
す
。
戦
後
、
昭
和

二
六
年
に
公
園
用
地
拡
張
に
伴
い
移
転
し
て
い

ま
す
。
阿
梅
は
、
大
坂
夏
の
陣
の
頃
、
十
六
か

十
七
歳
で
あ
っ
た
と
す
る
記
録
が
あ
り
、
天
和

元
（
１
６
８
１
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
八
十
歳
を
超
え
る
年
齢
ま
で
生
き
て
い

ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
か
な
り
の
長
命
で

し
た
。

　

そ
の
右
隣
に
は
、
片
倉
四
郎
兵
衛
守
信
（
真

田
大
八
）
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
阿
梅
の
弟
と
さ

れ
て
い
ま
す
。大
八
は
、後
に
仙
台
藩
士
に
な
っ

て
い
ま
す
。

梅
の
妹
で
あ
る
阿
菖
蒲
も
白
石
に
来

て
い
ま
す
。
阿
菖
蒲
は
、
福
島
県
田

村
地
方
を
治
め
た
田
村
清
顕
の
孫
で
あ
る
定
廣

の
妻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
廣
は
、
伊
達
政
宗

の
妻
で
あ
る
愛
姫
の
命
に
よ
り
、
白
石
に
招
か

れ
、
白
石
に
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
片
倉
小
十

郎
景
綱
の
姉
で
あ
る
喜
多
の
名
跡
を
継
ぎ
、
片

倉
金
兵
衛
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　

定
廣
ら
は
、
愛
宕
山
に
墓
地
を
設
け
、
阿
菖

蒲
の
父
で
あ
る
真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
墓
を
建

立
し
ま
し
た
。
墓
石
に
は
文
字
は
彫
ら
れ
て
お

ら
ず
、
自
然
石
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
墓
は

一
種
の
供
養
碑
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
遺
骨
等

は
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
定
廣

と
そ
の
子
孫
も
同
じ
場
所
に
墓
を
作
り
、
一
族

の
由
来
か
ら
田
村
家
墓
所
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

田
村
家
墓
所
は
、
白
石
市
中
心
部
か
ら
国
道

１
１
３
号
を
小
原
方
面
に
向
か
い
、
蔵
本
の
滝

ノ
観
音
を
過
ぎ
、
左
手
に
道
路
の
突
き
当
た
り

右
手
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。
入
り
口
に
説
明
板

が
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
１
月
か
ら
放
送
開
始
と
な
り
、
皆
さ
ん
も
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
真
田
家
と
白
石
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
関
連
す

る
歴
史
遺
産
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
か
ら
４
０
１
年
前
の
大
坂
夏
の
陣
で
は
、
大
坂
城
周
辺
で
激
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
伊
達
政
宗
の
重
臣
の
片
倉
小
十
郎
の
二
代
目
、
重
綱
（
後
に
改
名
し
、
重
長
）
が

真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
軍
勢
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

信
繁
（
幸
村
）
の
子
ど
も
た
ち
が
白
石
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

信

真

阿

家
系
）
の
「
真
田
家
御
事
蹟
稿
」
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
片
倉
代
々
記
」
に
よ
れ
ば
、
当
初
、

片
倉
家
で
は
誰
の
娘
か
分
か
ら
ず
連
れ
て
来

て
、
侍
女
と
し
て
養
っ
て
い
ま
し
た
。
後
に
真

田
家
の
旧
家
臣
た
ち
が
白
石
を
訪
ね
て
来
る
よ

う
に
な
っ
て
、
真
田
幸
村
の
娘
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
重
綱
の
最
初
の
奥
さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
後
、後
室
（
継
室
）
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、阿
梅
が
滝
川
家
の
養
子
に
な
り
、

そ
の
後
、片
倉
家
に
嫁
い
だ
と
い
う
も
の
で
す
。

白
石
の

真
田
家 

そ
の
一▲「鬼小十郎まつり」のクライマックス

▲當信寺にある阿梅と大八の墓

▲木々に囲まれた田村家墓所

問生涯学習課　☎26-2453

た
ち
の
健
康
を
脅
か
す
も
の
と
し

て
、「
が
ん
」
や
「
心
臓
病
」
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
加
え
、
う
つ
病
や

不
安
障
害
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」

が
あ
り
ま
す
。
白
石
市
の
国
民
健
康
保

険
の
医
療
費
を
見
て
も
「
こ
こ
ろ
の
病

気
」（
精
神
疾
患
）
は
、「
が
ん
」「
腎
疾

患
」
に
次
い
で
第
３
位
と
自
分
に
も
家

族
に
も
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
身

近
な
病
気
で
す
。

　白石市では、「白石晴風会」と合同で講演会を開催しま
す。心の病気を持つ方やその家族、「こころの病気」に
関心のある方など多くの方の参加をお待ちしています。
一緒に「こころの病気」について考えてみませんか？

●日時　２月25日（木）14:00～15:45
　　　　（受付13:30～）
●場所　介護予防センター
　　　　（健康センター裏）

～白石市・白石晴風会合同講演会～

「こころの健康づくり講演会」参加者募集
第１部〈講演会〉
　病気を抱えながら自主サークルで活動されている方の
体験談をお伝えします。
●講　話　心の病にかかって
　　　　　～今とこれからの夢に向かって～
●当事者　我妻むつ子さん

第２部〈コンサート〉
　市内在住の音楽家・佐

さ と う

藤美
み さ こ

佐子さんの歌と演奏による
癒しの時間をお楽しみください。

●申込方法
　資料の準備の都合上、２月23日（火）まで電話などで申し込みください（当日の参加もできます）。

問健康推進課　☎22-1362、白石晴風会（我妻睦夫）　☎080-6025-5149

　「私たちと同じ悩みを持つ方々にも、少しでも楽し
く人生を歩んでいってほしい」と話す我妻さん夫婦。
自身もこころの病気と闘いながら、仲間やその家族の
ためにと尽力している活動を紹介します。
■「白石晴

はるかぜ

風会」
　心の病気を持つ方の自主活動として、平成21年４月
から毎月１回活動。春の花見や秋の芋煮会といった季
節に応じたイベントを開催するなど、気軽に参加しや
すい雰囲気づくりを大切にしている。
※開催日や参加費は不定。
■「サロン・ラポール」
　心に悩みや病を抱えている方の憩いの場（サロン）
として、平成27年９月から活動（要事前連絡）。
●開催日時　月・水・金曜日　11:00～15:30
●場　　所　 七十七銀行白石支店駐車場隣（旧オリエ

ンタル、中町31-4）
●参 加 費　200円（ドリンク代含む）
問我妻睦夫　☎080-6025-5149

参加
無料

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

我あ
が
つ
ま妻

睦む
つ
お夫

さ
ん
・
む
つ
子
さ
ん
夫
婦

は
、
自
身
が
こ
こ
ろ
の
病
気
と
向
き
合

い
な
が
ら
も
、「
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲

間
や
そ
の
家
族
の
た
め
に
少
し
で
も
力

に
な
り
た
い
」
と
、
精
神
保
健
福
祉
士

（
精
神
に
悩
み
を
持
つ
方
の
相
談
業
務

な
ど
を
行
う
国
家
資
格
）
を
取
得
し
、

サ
ー
ク
ル
や
サ
ロ
ン
を
主
催
す
る
な
ど

地
域
の
支
援
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は
「
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間

と
話
を
す
る
場
が
で
き
た
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
は
誰
に
で
も
起

き
る
身
近
な
も
の
。
で
は
、「
こ
こ
ろ

の
病
気
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
ん

な
事
に
気
を
付
け
れ
ば
良
い
の
か
？　

ま
た
、
自
分
や
家
族
が
病
気
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
病
気
と
向
き
合
っ

て
い
け
ば
良
い
の
か
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

私
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